
第４回草津市総合計画策定市民会議 次第 

 

日 時：平成２０年１０月５日（日） 

午後２時から 

場 所：市役所８階大会議室 

 

１ 開会 

代表あいさつ 

 

 

 

 

２ ワークショップ 

   草津全体の課題をながめてみよう 

 

 

 

 

３ 今後の会議日程について 

 

 

 

 

４ その他 

 

  次回会議日程について 

   日 時：平成２０年  月   日（ ）   時  分 ～ 

   場 所： 

 

 

 

 

 

 

 

【資料】 

    資料１‐１：グループワークプログラム 

資料１‐２：前回作業の振り返り 

資料１‐３：前回までのグループワークの結果  

  資料２‐１：日程希望調査結果 

  資料２‐２：今後の日程について 

   



第４回 草津市総合計画策定市民会議 
 

【グループワーク】 
草津全体の課題をながめてみよう 

 
 
 

 
 
 
 
本日の目標 
 第２回、３回の市民会議で、各部会の担当分野で今のところ意見が及んでいな
い部分について確認し、データブックを活用しながら、意見を補充します。 

 第２～4回市民会議で出された意見を、まちの現状として全体で共有します。 
 
 
ステップ１：前回までの作業の振り返りとグループワークの説明 ......................... 20 分 
 
 
ステップ２： “情報”を仕入れてみよう................................................................ 50 分 
・ 各専門部会に関係する分野についての情報をもとに意見を補充します。 
・ データブックを活用してください。 

黄色の付箋 
 
 
ステップ３：各部会の意見のまとめ..................................................................... 10 分 
・ 各部会で、第２～４回のグループワークの意見をながめて、意見を整理します。 
 
 
ステップ４：発表（4グループ×3分程度） ........................................................ 15 分 
・ 発表者の方だけでなく、他のメンバーの方も、適宜、補足してください。 
 



 
ステップ５：草津のまちについて、統合した意見を確認する ................................ 10 分 
 
 
ステップ６：まとめと次回のプログラムの予告 .......................................................5 分 
 
終了・解散 
 
 
 
 
［今年度の市民会議の取り組みの予定］ 

第１回 趣旨説明、草津市の概況把握、部会の編成 全体会 

第２回 【GW】“わがまち草津”を語って、視察先を決めよう！ 

第３回 【GW】まちを歩いて、よいところや課題を確認しよう 

第４回 【GW】草津全体の課題をながめてみよう 

部会 

第５回 【GW】草津のまちの将来像について 全体会 

第６回 【GW】これからのまちづくりの取り組みについて① 

第７回 【GW】これからのまちづくりの取り組みについて② 
部会 

第８回 検討結果の取りまとめと構想への反映について 全体会 

 

 

済 

未 
 未 
 未 
 未 
 

済 
済 
本日 



市民センターの役割が大きい

市民活動が進んでいる点と遅れている点がある

まちが分断されている

歴史的・文化的な魅力が不足している

歴史的・文化的な魅力がある

生活利便施設が充実している

交通環境が整備不足である

健康・福祉、教育文化・スポー

ツ施設が不足している

地域コミュニティが弱まってきた

行政の顔が見えにくい

行政の縦割りの弊害がある

多文化共生施策がない

行財政状況の安定

市民センター機能が充実している

市民センターの魅力づくりが課題

⇔

⇔

都市景観の目指す方向が見えにくい

文化芸術の発信・交流拠点が少ない

オリジナルな魅力の不足

観光資源が少ない

歴史文化の街

草津宿本陣が魅力的

商店街が衰退している

公共交通機関の不足

道路整備の不足

交通マナーが悪い

大規模スポーツ施設の不足

公共の病院がない

幼稚園の入園に制限がある

南草津駅周辺の活気と開発
（大学の影響）

１．安心・安全、人権、環境 ２．健康・福祉、教育文化スポーツ

３．都市基盤 ４．協働

JR、旧草津川によるまちの分断

急激な人口増加による野路町の分断

　　
⇔

中心部にマンションが多い

草津川跡地の活用が十分でない

豊かな自然環境が減りつつある

開発が中途半端

災害が少ない

人口増加による活気

人権意識が高い

市民活動が盛ん

福祉やボランティア活動が遅れている

自然が減っている

都市化と自然環境がよく調和している

自然・地形に恵まれている

行政に不足している点がある

まちづくりセンターの役割が大きい

運営協議会方式がよい

利用団体調整が難しい

交通の便がいい

大型商業施設の進出

買い物の便がいい

生活に便利で住みやすい

生活インフラが整っている

子どもや高齢者の居場所がない

子どもの姿がない

高齢者を見かけない

工場施設が多い
農業が盛ん
職場と住まいの両立

産業と住環境の調和が大切

犯罪や安全性が不安だ

公園整備の不足

公園の魅力・管理がよい

⇔

魅力的な公園整備が必要だ

集会所施設が未整備である

ゴミ処理場が不十分

生活利便施設が不足している




